
【１.生活全体に関する項目のまとめ】

・多くの市民は概ね静岡市での暮らしに満足しており、特に、「食生活」や「住生活」は満足度が高い。
・全国調査と同様に、「所得・収入」や「資産・貯蓄」に不満感があり、特に若年層の不満感が高いものの、県外出身者の満足度は比較的高い。
・「レジャー・余暇生活」については不満感が高く、特に30代、40代の女性が不満を感じている。
・「心の豊かさを感じるときがいつか」という設問では、ゆったりと休養しているとき(56.8％)、家族団らんのとき(52.1％)、趣味やスポーツに熱中して

いるとき(49.9％)、友人や知人と雑談・会合しているとき(45.7％)であり、仕事に打ち込んでいるとき(17.3％)は全国よりも12.3ポイント低い。

【前回調査比較(平成25年)】

・新型コロナウイルスによる影響からか、食生活やレジャー・余暇生活の満足度が減少したものの、自己啓発・能力向上の満足度が高まっている。

・「仕事に打ち込んでいるとき」に心の豊かさを感じる割合が減少し、趣味やスポーツ、休養しているときの割合が増加している。

【年代別比較 (30代以下と40代以上)】

・若年層は所得・収入、資産・貯蓄に関して不満を感じておりいるものの、食生活や住生活の満足度は高く、生活全体としては若年層の方が中高年
齢層よりも満足している。

静岡市民も「所得や収入」、「資産・貯蓄」を良くしたいとの思いもあるものの、全国と比較すると「レジャー・余暇生活」を充実させたいとの思い
が強く、休養や家族や友人との時間、趣味やスポーツ等に心の豊かさを感じていることから、ワークライフバランスのとれた生活を求めている。

【概要】市民アンケート結果最終報告
【調査内容】〇調査対象 18歳以上の市民（無作為抽出） 送付数 3,000 人（回収数：1,379人、46.0％） 〇調査方法 郵送調査･自記式アンケート

【２.市の施策に関する項目のまとめ】

【前回調査比較(平成25年)】
・災害の激甚化や新型コロナウイルスの影響を受け、「自然災害等への事前対策・対応」や「芸術や文化に親しむ機会・施設の充実」に対しての現状への

満足度が減少している。

【年代別比較 (30代以下と40代以上)】
・生活全体に対するアンケート同様に若年層の方が全体的に満足度が高い傾向にあり、若年層は子育て、中高年齢層は高齢者支援、道路のバリアフリーな

ど、ライフステージにあったニーズが確認される。
・若年層は「安全安心に関する項目」とともに「移住・定住を促進することで、人口・活力を維持する取組み」に重要性を感じている。

災害の激甚化や新型コロナの影響を受け「安全安心」、市民生活に直結するこどもや高齢者などの「福祉施策」、世界的な脱炭素に向けた進展やＳＤ
Ｇｓの浸透による「持続可能な自然環境の維持」、企業活動や中心市街地活性化等の「経済活性化」に対するニーズが高いことが伺える。

〇設問内容 ① 生活全体に関する項目 ② 市の施策の満足度・将来の重要性 ③ 行政サービス維持に向けた取組
④ 市民負担と市民サービスのあり方 ⑤ デジタル技術を活用した行政サービス等

安全安心 災害の激甚化やコロナによって、「安全安心」に対する意識が高まっているが、通常の医療体制や生活インフラの維持等につい
ては概ね満足している。

くらし こどもや高齢者、障がい者支援等の福祉関連とともに、環境保全や地球温暖化対策等の持続可能な自然環境を維持することにつ
いても重要性が高いと認識している。

活気･賑わい 安全安心、くらし面の施策と比較すると満足度が低く、特に企業活動の活性化や中心市街地活性化等の経済活性化に積極的に取
り組むべきであると感じている。



【調査内容】〇調査対象 18歳以上の市民（無作為抽出） 〇送付数 3,000 人（回収数：1,379人、46.0％） 〇調査方法 郵送調査・自記式アンケート

〇問１ 現在の満足度：あなたは、現在の生活にどの程度満足しているか率直にお答
えください。

全体としては満足しており、特に⑤食生活、⑥住生活については多くの市民が満足している
ものの、②所得・収入、③資産・貯蓄、⑧レジャー・余暇生活に不満を持っている市民が多い。

全国の調査と比較すると、静岡市民は③資産・貯蓄については、 「不満・どちらかと言え
ば不満」が ９.３ポイント低いものの、⑧レジャー・余暇生活が６.６ポイント高い。

男性の満足派は28.8％、
不満派は34.0％、女性で
は満足派が22.3％、不満
派が45.5％と特に不満派
の割合が男性より11.5 ポ
イント高くなっている。

年代別でみると、男性30 
歳代では満足派が41.8％
で最も高く、不満派は
25.4％で最も低い。

女性では20 歳代から40 
歳代まで
は、年代が高くなるほど
不満派が増加し、女性40 
歳代の59.8％をピークと
し、50 歳代を過ぎる
と不満派が徐々に減少し
ている。男性においては
20 歳代を除くと、50 歳
代をピークとした同様
の傾向がみられる。

⑧レジャー・余暇生活(年齢別)

〇問２ あなたは、今後の生活において、特にどのような面を充実させた
いと思いますか。この中から、いくつでもあげてください。

全体では「レジャー・余暇生活」が50.8％で最も高かった。次いで「所得・収入」が45.3％、
「資産・貯蓄」が43.8％で上位となっている。４位の「住生活」から８位の「地域における人
関係」までは20％台から30％と、ほぼ横並びとなっている。９位の「耐久消費財」は12.6％と、
他の項目より低い割合となっている。

【まとめ】

・多くの市民は概ね静岡市での暮らしに満足しており、特に、「食生活」や
「住生活」は満足度が高い。

・全国調査と同様に、「所得・収入」や「資産・貯蓄」に関する不満感がある。
年代別では特に若年層の不満感が高いものの、市全体としては県外出身者の
満足度が比較的高い。

・全国調査と比較しても、「レジャー・余暇生活」については不満感が高く、
特に30代、40代の女性が不満を感じている。

・問３で「心の豊かさを感じるときがいつか」という設問では、ゆったりと休養

しているとき(56.8％)、家族団らんのとき(52.1％)、趣味やスポーツに熱中し

ているとき(49.9％)、友人や知人と雑談・会合しているとき(45.7％)と、なって

おり、仕事に打ち込んでいるとき(17.3％)は全国よりも12.3ポイント低い。

「所得や収入」、「資産・貯蓄」を良くしたいとの思いがあるものの、
「レジャー・余暇生活」を充実させたいとの思いが強い。
また、休養や家族や友人との時間、趣味やスポーツ等に心の豊かさを

感じており、ワークライフバランスのとれた生活を求めていると読み
取れる。

【概要】市民アンケート結果最終報告 （生活全体）
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問４ 静岡市の施策について、「Ａ 現状への満足度」と「Ｂ 今後の重要度」別に、それ
ぞれ「１ 満足（重要）」から「５ 不満（重要でない）」までのいずれかでお答え
ください。

【安全安心面の施策】
① 自然災害への事前対策(インフラ強化、施設の耐震化等の減災対策)
② 自然災害や火災等発生時の対応(初期活動、避難、災害復旧など)
③ 自然災害・感染症などに対する医療体制の充実
④ 通常時の医療体制の充実
⑤ 道路や上下水道、ごみ処理施設等の生活に欠かせない社会インフラの維持管理
⑥ 暴力や犯罪などからの安全対策

【くらし面の施策】
① 市民が芸術や文化に親しむ機会・施設の充実
② 市民がスポーツをする・観戦等で楽しむ機会・施設の充実
③ 生涯学習、社会教育施設（図書館等）の充実
④ 子育て支援施設(こども園等)、子育て支援策、義務教育の充実
⑤ 高等教育機関（大学・専門学校）の充実
⑥ 高齢者施設・サービス等の充実
⑦ 障がい者（児）施設・サービス等の充実
⑧ 子ども、高齢者、障がい者（児）を地域で見守る体制の構築
⑨ 快適な生活環境（住宅や景観等）の維持・充実
⑩ 公園や歩道空間など公共空間の充実
⑪ 公共交通機関や徒歩・自転車で快適に移動できるまちづくり
⑫ 自動車で広域的に移動できる幹線道路の充実
⑬ 道路や施設のバリアフリー化推進
⑭ 年齢や性別、文化や言語の違いを超えて、活躍できる環境づくり
⑮ 地域コミュニティの充実
⑯ 地球温暖化対策・ごみの削減等による持続可能な社会の構築
⑰ 南アルプスや清流、駿河湾等の豊かな自然環境の維持

【活気・賑わい面の施策】
① 海外の国や地域・世界の人との交流促進
② 自然資源や歴史資源等を活かし、世界中から人を呼び込む取組
③ 文化芸術やスポーツを活かして、世界中から人を呼び込む取組
④ 大道芸Ｗ杯のようなイベントで世界中から人を呼び込む取組
⑤ 起業家や勤労者が能力を発揮できる環境づくり
⑥ 企業の支援や誘致等で雇用を維持・拡大する取組
⑦ 移住・定住を促進し、人口・活力を維持する取組
⑧ 中心市街地を活性化する取組
⑨ 歴史を活かしたまちづくり
⑩ 静岡市の歴史を市内外に発信し後世に繋ぐ取組
⑪ 海や港を生かしたまちづくり
⑫ 市域の約８割を占める中山間地域（オクシズ）の維持・振興
⑬ １次産業（農林水産業）の競争力強化
⑭ 静岡ならではの特産品や地場産業のブランド化

【安全安心面の施策】
・安全安心面の施策がすべての施策の中で、最も将
来の重要度が高いと評価されている。

・自然災害の事前対策や発災時の対応、災害や感染
症流行時の救急医療体制等、コロナや災害の激甚
化もあり、不満かつ今後重要性が高いものと分類
される。

・通常の医療体制や生活に欠かすことが出来ないイ
ンフラ、暴力や犯罪からの安全対策は現状に満足
しており、将来の重要性は高いと感じている。

【安全安心面の施策・くらし面の施策】

【活気・賑わい面の施策】

【くらし面の施策】
・安全安心、活気賑わいと比較すると、満足度が中

央値に寄っている。

・子育て、高齢者、障がい者等に関する福祉施策及
び公共交通、道路のバリアフリー等の日常生活に
必要不可欠なものの満足度が低いが、将来の重要
性が高いと感じている。また、南アルプスや駿河
湾等の保全や地球温暖化対策等の環境面の施策も
同様に重要と捉えている。

・生活の利便性を向上させる、幹線道路や公園等の
整備とともに高等教育機関の充実が今後の重要性
の中位に位置し、幹線道路、住環境について
は概ね満足している。

・生活の質を向上させる、図書館や文化施設、ス
ポーツ施設や機会の充実、ダイバーシティや地域
コミニュティ等は概ね満足している傾向にあり、
特に図書館や生涯学習施設については、高い満足
度にある。

【活気・賑わい面の施策】
・活気・賑わい面については、大道芸ワールドカッ

プ等の世界中から人を呼び込む取組を除き、安全
安心面、くらし面の施策と比較し、満足度が低い。

・経済活性化に資する施策が全体の中でも最も満足
度が低く、将来の重要性が高いグループがとなっ
ている。また、中心市街地の活性化、移住定住の
促進、企業支援や誘致はすべての施策の中でも低
い満足度のある。

・歴史や海洋、オクシズなどを活かしたのまちづく
りについては、経済活性化施策に次いで重要性が
高いと考えられており、なかでも海や港、中山間
地といった自然資源を活かしたまちづくりに重要
性を感じている。

・世界中から人を呼び込む取組は、比較的満足度は
高いものの、コロナの影響もあってか、将来の重
要性は低くなっている。大道芸Ｗ杯の満足度が高
いからかイベントで世界から人を呼び込む取組は
高い満足度にある。

【概要】市民アンケート結果最終報告 （市の施策について）
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問５ 厳しい財政状況のなか、これからも必要な行政サー
ビスを維持していくための取組として、重視すべき
ことを、選択肢の中から優先順位の高いものを３つ
まで選び、番号でお答えください。

優先順位の１番目から３番目までを積み上げた結果（以降
「積み上げ結果」とする）では、「積極的でわかりやすい行
政情報の提供」が53.1％で最も高く、次いで「職員の意識改
革、人材育成」が49.9％、「民間活力の活用」が42.9％と
なっている。

なお、積み上げ結果については、１番目から３番目までの
延べ回答数を回答者数で割っているため、１番目から３番目
の割合の合計と一致しないことがある。

積み上げ結果について性別でみると、男性では「職員の意
識改革・職員の削減」が54.2％（女性では46.9％）で最も高
く、女性では「積極的で分かりやすい行政情報の提供」が
59.6％（男性では46.2％）で最も高かった。

積み上げ結果について年代別でみると、「民間活力の活
用」は男性50 歳代で59.4％、女性30歳代で57.3％と、他の
年代では３～４割台となっている中で高くなっている。

問６ 市民負担と行政サービスのあり方についてどのよう
にお考えになりますか。あなたのお考えに最も近い
ものを１つお答えください。

行政サービスが充実するなら、市民の負担(税金・使用料など)が増えてもよい

行政サービスを受ける人の負担を増やすべきで、市民全体の負担を増やすべきでない

市民の負担が増えるのなら、現在の行政サービスを維持しなくてもよい

市民の自主的な活動や民間企業にまかせることで、行政サービスを減らし、市民の

経済的負担を減らしてほしい

いわゆるハコ物建設などの公共事業を減らし、他の行政サービスを充実させてほしい

その他

無回答

全体では「いわゆるハコ物建設などの公共事業を減らし、
他の行政サービスを充実させてほし
い（以降『ハコ物以外を充実』とする）」が40.7％で最も高
く、次いで「市民の自主的な活動や
民間企業にまかせることで、行政サービスを減らし、市民の
経済的負担を減らしてほしい（以降
『市民や民間にまかせる』）」が25.7％となっている。
性・年代別でみると、男性20 歳代と女性30 歳代では「市民
や民間にまかせる」がトップとな
っている。また、男性20・30 歳代では「行政サービスを受
ける人の負担を増やすべきで、市民
全体の負担を増やすべきでない」が２割以上と、他の年代よ
り高い。「ハコ物以外を充実」は、男女とも年代を追うごと
に割合が増えていく傾向にある（女性70 歳以上を除く）。
エリア別でみると、オクシズでは「市民や民間にまかせる」
が46.8％と、市街地（25.1％）の
倍近い割合となっている。

問７ デジタル技術を活用した行政サービスの提供では、
どのような視点が重要だと考えますか。１つだけお
答えください。

行政手続きのオンライン化等の利便性向上

公共施設や公共料金等の電子決済化

様々なサービスの情報の効率的な提供

デジタル技術を活用した業務の効率化

無回答

全体では「様々なサービスの情報の効率的な提供（以降『情

報の提供』とする）」が31.1％、「行政手続きのオンライン化

等の利便性向上（同『行政手続きの利便性』）」が29.7％、

「デジタル技術を活用した業務の効率化（同『業務の効率

化』）」が28.6％と、「公共施設や公共料金等の電子決済化

（5.6％）」を除く３項目でほぼ等分されている。

性・年代別でみると、女性20・30歳代を除く各年代では「業

務の効率化」が３割前後で一定の割合となっているが、「行政

手続きの利便性」と「情報の提供」は年代によって偏りがある。

「情報の提供」は男性では50歳代以下、女性では40 歳代以

下で１～２割と低いが、男性60歳代以上と、女性50 歳代以上

では、年代を追うごとに増加している。「行政手続きの利便

性」は男性では40 歳代の47.2％をピークに、女性では30 歳代

の56.0％をピークに、それぞれ年代を追うごとに低くなってい

る。

【概要】市民アンケート結果最終報告 （行財政運営）
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